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資料 42 
令和４年度第７回逗子市総合計画審議会

2022年（令和４年）12月 22日

第１章 基本構想の基本方針 

第 1 節 基本構想策定の目的 

この基本構想は、これからの新しい時代に対応する総合的・計画的な行政運営

の指針を示し、市民との協働をはじめ多様な主体との連携によるまちづくりの推

進を図るものです。 

第２節 基本構想の計画期間及び内容 

１ 2015 年度（平成 27 年度）から 2038 年度（令和 20 年度）までの 24 年間を

計画期間とします。 

２ 基本構想は、『第１章 基本構想の基本方針』、『第２章 逗子市の将来像』、

『第３章 わたしたちはこんなまちにしていく』、『第４章 池子の森全面返

還をめざして』、『第５章 計画の実現に向けて』の５部で構成します。 

３ 『第３章 わたしたちはこんなまちにしていく』には、「めざすべきまちの

姿（５本の柱）」とその実現のための「取り組みの方向」を示します。 

４ 『第５章 計画の実現に向けて』には、基本構想を実現するにあたり、全般

にわたって推進すべき事項について記載します。 

第３節 基本構想の見直し 

24 年間という長期にわたる計画であるため、実施計画の策定に合わせて見直

すこととします。 
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第２１章 逗子市の将来像 

 

 

第 1 節 基本構想策定の目的 

 

この基本構想は、これからの新しい時代に対応する総合的・計画的な行政運営

の指針を示し、市民との協働をはじめ多様な主体との連携によるまちづくりの推

進を図るものです。 

 

 

第１２節 いつまでも変わることのない理想像 

 

逗子市では、昭和 49 年４月 15 日市制施行 20 周年にあたり、自然を愛し明る

く平和なまちづくりを行うことを期して、「逗子市都市宣言」を行いました。 

 

 

この「青い海と みどり豊かな 平和都市」こそ、逗子市にとっていつまでも

変わることのない理想像です。 

（昭和 49年４月 15日逗子市告示第 15号） 

逗子市都市宣言を次のように定める。 

青い海と みどり豊かな 平和都市 
私たち逗子市民は、青い海と、みどり豊かな自然を愛し、輝く太陽のもと、明るい、

平和なまちづくりにまい進することを宣言します。 
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第２３節 将来像 

 

 都市宣言「青い海と みどり豊かな 平和都市」といういつまでも変わることの

ないこの理想像に着実に近づくために、まちづくり基本計画との一体化を踏ま

え 24年後の逗子市の将来像を次のとおり設定します。 

 

 

 

 

 

  

この将来像が具現化されたまちの有り様を表したものが、序文で描かれた逗子

のビジョンとなります。 

 

 

１ 自然に生かされ、自然を生かすまち   

   ～ 自然を大切にするまちでありたい 

 

・ 自然を楽しむだけでなく、自然を知り、学ぶことのできるまち  

・ 資源を大事にし、循環利用できるまち 

・ 自然を壊すのでなく、活かすまち 

・ 建物と緑が渾然一体となったまち並み、海・山・川の生気に満ちたまち 

 

 

２ コミュニティに支えられ、コミュニティを支えるまち    

   ～ 人間を大切にするまちでありたい 

 

・ 生きることを重んじ、互いに力を合わせ助け合うまち  

・ 市民が尊重し合い、市民が自治によって自らつくるまち 

・ 歩くことが楽しい、ふれあいのまち 

 

 

将来像 

自然に生かされ、自然を生かすまち   

コミュニティに支えられ、コミュニティを支えるまち 
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第３４節 将来人口 

 

 逗子市では、昭和 40年代の宅地開発により人口が急増しましたが、昭和 50年

代以降開発の規模及び件数が減少したことに伴って人口の増加が止まりました。

2001 年（平成 13 年）以降は、58,000 人から 57,000 人程度の数値で推移してい

ます。すでに日本全体では、2008年（平成 20年）から人口減少に転じ少子高齢

化が進んでいる中で、今後は、逗子市においても減少傾向が顕著になっていくも

のと予想されます。 

  

これからの逗子市の将来人口を推計すると、人口は年々減少を続け、この基本

構想の最終年度である 2038 年度（令和 20 年度）には、総人口は 49,000 人を下

回ることが予想されます。 

また、高齢化率については、老年人口の増加に伴い、2038年度（令和 20年度）

には 40％程度となることが推計されています。 

 

 

● 逗子市の将来の人口（推計） 
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※実績値は統計ずし（各年 10月１日現在）、推計値は 2021年度（令和３年度）逗子市推計 
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● 逗子市の将来の年齢構成と高齢化率（推計） 
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※2020年（令和２年）は実績値、推計値は 2021年度（令和３年度）逗子市推計 

 

● 逗子市の将来の個人市民税収入の見込み 

 

※ 本推計は、個人市民税の制度が現行のまま変わらないとしたうえで、2022年度（令和４年度）
課税状況調のデータから年齢層別の一人当たり課税額を算出し、人口推計結果をもとに推計
した年齢別の納税義務者数に一人当たり課税額を乗じ積算したもの。 

 

 

将来人口に基づき、逗子市の歳入の多くを占めている個人市民税収入を推計す

ると、生産年齢人口の減少に伴い、年々減少することが見込まれます。
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しかし、今後のまちづくりを進めて行くうえで、人口構成を考慮しつつ、一定

の人口を維持していくことが、まちのにぎわいや活性化、行政サービス水準の維

持には必要不可欠です。このことから、今後は様々な分野において、これまで以

上に魅力あるまちづくりを展開することにより、子育て世代を中心とした生産年

齢人口層の転入増加を図り、できる限り人口の維持に努めます。 

 

 

第４５節 土地利用にあたっての基本方針 

 

 逗子市が、自然環境の豊かな住宅都市として発展してきたという基本的な性格、

枠組みは変わりようのないものであることから、土地利用にあたっての基本方針

を次のとおりとします。 

 

 市街化区域及び市街化調整区域の基本的な枠組みは変更しないものとし、限

られた資源である土地の有効活用に努めます。 

また、市民は土地について私権の一定の制限を受容し、事業者は開発手続きを

厳格に守ることで、市民全体の公共の福祉の実現を図りながら、豊かな自然環境

と社会環境とが調和する都市づくりをめざします。 

特に、市街地における緑を保全・創出し、魅力ある住宅環境の質を高めつつ、

子育て世代も居住しやすい都市環境をつくります。 

さらに、誰もが安全で安心して暮らせるよう、防災及び減災の推進に努めます。 

 



 第２編 基本構想 第３章 わたしたちはこんなまちにしていく 

1 

第１節 共に生き、心豊かに暮らせるふれあいのまち 

 

◆ めざすべきまちの姿 

 

人と人との支え合いが、人と暮らしを元気に豊かにし、安心・安全なふれあい

社会をつくりだします。ふれあいの基本は、人への優しい心と思いやりです。 

わたしたちは、共に生き、心豊かに暮らせるふれあいのまちの実現をめざしま

す。 

逗子に生まれ、育ち、暮らしていく人生のステージにおいて、すべての人が優

しさと思いやりの心を育み、次の世代へとつないでいきます。 

 

◆ 取り組みの方向 

 

１ 「その人らしく生きること」をお互いに支え合う福祉のまち 

２ 医療・保健・福祉が連携した安心・健康長寿のまち 

３ 高齢者が住み慣れた地域で、安心して暮らせるまち 

４ 障がい者が安心して自分らしく暮らし続けられるまち 

５ 誰もが心豊かに子育て・子育ちできるまち 

 

 

１ 「その人らしく生きること」をお互いに支え合う福祉のまち 

 

すべての人々が、住み慣れた地域で安心して住み続けるためには、地域での温

かいふれあいの中で、多様な人材がつながり、互いに見守り支え合う顔の見える

まちとなることが求められます。また、地域の様々な課題を解決するためには、

公・共・私が役割を分担し、互いに連携し、協力し合うことが大切であり、大き

な力となります。 

地域におけるあらゆる主体のサービスや諸活動のネットワーク化、総合化を進

め、公・共・私のパートナーシップの構築により、「その人らしく生きること」

をお互いに支え合う福祉のまちの実現をめざします。 
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４ 障がい者が安心して自分らしく暮らし続けられるまち 

 

これまでわたしたちが築いてきたノーマライゼーションとリハビリテーショ

ンの理念を継承するとともに、ソーシャルインクルージョンの考え方に基づき、

障がいのある人もない人も、誰もが分け隔てられることなく、相互に人格と個性

を尊重し合い、共ともに支え合いながら暮らすことができる共生社会を実現して

いくまちづくりを進めます。 

障がいのある人を取り巻く環境は、複雑化、多様化しています。誰もが生まれ

てからずっと安心して暮らし続けられるよう、ライフステージに応じた一貫した

支援体制を充実するとともに、高齢化や「親亡き後」を見据えた仕組みづくりを

進める必要があります。 

また、バリアフリーのまちづくりとして道路や施設等の整備だけでなく、ここ

ろのバリアフリーも実現し、障がいのある人ない人、団体、地域などあらゆる主

体が支え合えるようなまちづくりを進めます。 

 

 

５ 誰もが心豊かに子育て・子育ちできるまち 

 

急速な少子化の進行や、家庭や地域を取り巻く環境の変化、地域とのつながり

の希薄化の中で、心豊かに子育てをするためには、子育てに対する不安や孤立感

を減らし、子育ての喜びを実感できることが必要です。子育てを親が主体的に行

えるよう、まち全体で子育てを応援し、住み慣れた地域で安心して子どもを生み

育てることのできる総合的な支援体制の充実をめざします。 

さらに、家庭環境や雇用形態の多様化などを踏まえ、家庭と地域や学校等が相

互に協力し、まちを生かした豊かな遊びと学びの環境を整え、すべての子どもが

その権利を擁護され、愛され信頼されることを通じて、次世代を担う子どもたち

が、心身共にたくましく生きる力と豊かな人間関係を培うことができるよう、地

域と共に子育て・子育ちできるまちづくりをめざします。
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第２節 共に学び、共に育つ「共育（きょういく）」のまち 

 

◆ めざすべきまちの姿 

 

世代間交流を通じて、共に学び合い、共に育つ「共育」理念のもと、市民の誰

もが、人生のどの場面でも、いきいきと学び、文化を育み、スポーツに親しみ、

その成果を様々な形で生かすことのできる、市民が主役を演じる「共育のまち逗

子」をめざします。 

 

 

◆ 取り組みの方向 

 

１ 子どもも大人も共につながり成長していく生涯学習のまち 

２ 文化を新たに創造するまち 

３ スポーツを楽しむまち 

４ 学校教育の充実したまち 

５ ふるさとの遺産をまもりつないでいくまち 

 

 

１ 子どもも大人も共につながり成長していく生涯学習のまち 

 

市民の誰もが、人生のどの場面でも、いきいきと学びを楽しめるよう、現代的

課題や地域課題について、共に学び、個を高め合う社会教育の機会を広く市民に

提供するとともに、市民の自主的な学びを支援します。 

そして、学ぶ楽しみ教える喜びで地域の一人ひとりがいきいきと輝いているま

ち、学んだ成果を生かすことで元気な地域づくりへとつなげていくまち、生涯学

習のまち逗子をめざします。 
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４ 学校教育の充実したまち 

 

人は自然と社会の中で生涯学び続けていくことが必要です。その入り口の一つ

として学校教育は大きな役割を果たすものです。今日、価値観の多様化や高度な

情報化社会の中にあって、子どもたちが身につけなければならない力は多岐にわ

たっています。これまで受け継がれてきた知識や文化・伝統などを踏まえ、地域

社会や家庭と連携し、互いの個性を尊重し合う人間性溢れる教育、限りある命を

生きていることの素晴らしさを感じることができる教育を行っていくこと、そし

てこれからの国際社会の一員として生きていく力を育むことが必要です。 

いつの時代にも変わってはならない本質の部分を土台に、その時々の教育的課

題に臨機応変に対応して、「豊かな人間性」・「確かな学力」・「健康な心身」を目

標として『自ら考え、心豊かに、たくましく生きる逗子の子ども』の育成を図り

ます。 

 

 

５ ふるさとの遺産をまもりつないでいくまち 

 

わたしたちの身近にある様々さまざまな文化財は、先人たちの暮らしの中で生

まれ、育まれ、受け継がれてきたものであり、このまちに暮らすわたしたちの心

を支え、豊かにするものとして後世にながく伝え、い活かしていくべきふるさと

の遺産です。 

文化財を適切に保存しつつ、わたしたちの身近な歴史から共に学び、共に育ち、

次世代へ誇りや愛着をつないでいくまち、ふるさとの遺産を共にまもり、つない

でいくまちをめざします。 
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第５節 新しい地域の姿を示す市民主権のまち 

 

◆ めざすべきまちの姿 

 

市民は、市政の主権者であり、まちづくりに参加する権利を有します。 

わたしたちは、主権者である市民として、互いに尊重し合いながら、その人の

もつ個性や能力を十分に発揮できる地域社会をつくっていきます。また、グロー

バル化した社会の中で、地域や国を越えて、世界に貢献していきます。 

わたしたちは、地域社会、さらには世界の一員として主体的に行動する市民主

権のまちをつくります。 

 

 

◆ 取り組みの方向 

 

１ 市民自治のまち 

２ 誰もが尊重され、自由で平等なまち 

３ 世界とつながり、平和に貢献するまち 

 

 

１ 市民自治のまち 

 

逗子のまちづくりを担っているのは、市民一人ひとりです。市民が、自分のこ

とだけでなく、他人や地域、自然のことを自分のことのように考え、行動するこ

とができる市民の姿が望まれます。 

また、逗子に住み、働き、学び、交わるあらゆる主体が、地域の一員として、

考え、行動し、それぞれの関係の中で互いの理解を深め、担い合い支え合うこと

により、心豊かな市民自治のまちを実現します。 

 

 

２ 誰もが尊重され、自由で平等なまち 

 

その人の持つ「個性、や固有の人格そのもの」や「能力」が尊重され、それら

が十分に発揮できるまちづくりを推進し、誰もが、性別、国籍、障がい等によっ

て差別されることなく人権が尊重され、自由で平等な参画が保障されているまち

をめざします。 
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